	(様式1)
	
	
	

	履　歴　書

	ふりがな
	　
	男・女

	氏　　名
	　
	

	生年月日
	       　　年　　　月　　　日生　（　　　歳）
	本籍地
（国籍）
	　

	
	
	
	

	□現住所
	〒
	電話：

	
	　
	FAX：

	
	E-mail:

	□現勤務先
	所属機関名：

	
	〒
	電話：

	
	　
	FAX：

	
	E-mail:

	学　歴
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	学　位
	　

	免　許
	　

	職　歴
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　


	　
	　

	専門医、指導医
	　

	賞　罰
	　

	
	

	　上記の通り相違ありません

	　　　氏　名
	自署または印

	　
	　　　　年　　月　　日


様式　2-1-1

手術実績一覧（過去５年間）

	
	術者
	指導的助手
	在院死

	食道切除再建術
	
	
	

	食道バイパス術
	
	
	

	アカラシア手術
	
	
	

	胃全摘術（噴門側胃切除を含む）
	
	
	

	胃切除術（幽門側胃切除術、幽門保存胃切除術、分節胃切除術を含む）
	
	
	

	胃腸吻合術（十二指腸空腸吻合術を含む）
	
	
	

	胃縫合術、胃局所切除術
	
	
	

	虫垂切除術、回盲部切除術（良性）
	
	
	

	小腸切除術（悪性）
	
	
	

	回盲部切除術（悪性）、結腸部分切除術、S状結腸切除術、

結腸右半切除術、結腸左半切除術
	
	
	

	痔核切除術、直腸周囲膿瘍切開術、痔瘻根治術
	
	
	

	直腸高位前方切除術
	
	
	

	Hartman手術
	
	
	

	直腸切断術
	
	
	

	直腸低位前方切除術
	
	
	

	直腸・肛門悪性腫瘍切除術（後方アプローチ）
	
	
	

	肝部分切除術
	
	
	

	肝外側区域切除術
	
	
	

	食道・胃静脈瘤手術
	
	
	

	肝切除術（外側区域を除く区域以上）
	
	
	

	系統的亜区域切除術
	
	
	

	肝移植術
	
	
	

	胆嚢摘出術
	
	
	

	胆道再建術、胆道バイパス術、胆管形成術
	
	
	

	胆嚢悪性腫瘍手術（単純胆嚢摘出術を除く）
	
	
	

	胆管悪性腫瘍手術
	
	
	

	胆道閉鎖症手術
	
	
	

	膵体尾部切除術（良性）
	
	
	

	膵嚢胞消化管吻合術、膵（管）消化管吻合術
	
	
	

	急性膵炎手術、膵石症手術
	
	
	

	膵頭十二指腸切除術
	
	
	

	膵体尾部切除術（悪性）
	
	
	

	膵全摘術
	
	
	

	脾摘術、脾部分切除術
	
	
	

	腹部ヘルニア・そけいヘルニア手術
	
	
	

	急性汎発性腹膜炎手術
	
	
	

	食道裂孔ヘルニア手術
	
	
	

	横隔膜裂孔ヘルニア手術
	
	
	

	上記以外で10例以上症例がある手術については、消化器外科学会の手術難易度区分表に基づいた手術名で例数を記載する。同表で高難易度となっているものについては少数でも記載する。同表に記載のない特殊手術を施行している場合は以下に記載する。
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　　　　　　　年　　　月　～　　　　　　年　　　　月

留学などにより手術の行えない期間があった場合はその期間分過去へ延長し、集計期間および延長の理由を欄外に記載してください。

指導的助手は実際に手洗いをして手術に参加したものに限ります。

在院死とは手術を行ってから退院することなく死亡した例数、および術後30日以内の死亡例数。

上表の手術に腹腔鏡を用いた場合は例数のあとにかっこを付けてその例数を記載してください。

	(様式2-1-2)
	
	

	教育実績および学会活動一覧

	教　育　実　績

	期　間
	内　　　容　
	時間/年

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	学　会　活　動

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)


	(様式2-2)
	
	
	
	

	研究助成一覧

	研 究 助 成

	研究課題名
	助成年
	種別
	代表・分担
	金額(万円)

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)


	(様式2-2)
	
	
	
	

	研究助成一覧（記入例）

	研 究 助 成

	研究課題名
	助成年
	種別
	代表・分担
	金額(万円)

	　○○に関する研究
	2005-2006
	基盤C
	　 代表
	全体480

	　科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人350

	　
	　
	
	　
	

	　××に関する研究（代表　市大太郎）
	2004-2005
	基盤B
	　 分担
	全体1800

	　科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人不明

	　
	　
	
	　
	

	　△△に関する研究
	2003
	
	　 代表
	全体500

	　□□財団
	　
	
	　
	本人500

	　
	　
	
	　
	

	　○○○に関する研究
	2003-2005
	
	　 代表
	全体2400

	　厚生労働省：がん研究助成金
	　
	
	　
	本人1000

	　
	　
	
	　
	

	　○△×の解明（代表　瑞穂次郎）
	2003-2006
	
	　 分担
	全体24000

	　厚生労働科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人3000

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	　
	　
	

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)


	(様式2-3)

	特許等一覧

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)


(様式3-1)

1. 原著

(様式3-2)

2. 著書

(様式3-3)

3. 総説

(様式3-4)

4. その他
(様式3-5)

5. 学会発表
(様式5)

別刷論文の要旨

